
自己肯定感の高い子どもを育てるために学校でしていること 

   学年経営方針（大切にしたいこと）で、『自己肯定感（自分を大切にし、自分に自信

を持つ）を高め、自立していく力をつけるための支援を進めます。』と記載させていた

だきました。各ご家庭と学校が子どもたちに対して、ぜひ同じ視点で接していただき

たいと思い、資料を作りました。参考にしていただけたら嬉しいです。 

 

 

 

【資料】 

自己肯定感について 

  

 

 

 

 

自己肯定感が高いと 

 

 

 

 

 

自己肯定感の高い子どもを育てるために学校でしていること 

１ 叱っても「あなたの味方」と伝える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「あなたの味方だから」という意味で叱ることができる存在であれば、子どもの心の

支えになります。そんな指導の仕方を心がけています。 

 

「自己肯定感」＝自らの価値や存在意義を肯定できる感情 

  ※「自分は誰かに必要とされている人間なんだ」と、自分のダメなところも良いとこ

ろも含めて自分自身を肯定できる感情のこと。 

 

○自信をもち、何事にも挑戦していく心を持てる。 

○心に余裕が持てる。 

○人に親切に接することができる。 

 

☆「怒る」と「叱る」のちがい 

子ども自身の人格を否定するような言葉を感情的に言うのは「怒る」 

→何度言ってもできないことがあると、「できない子」と大人が苛立ってしまう。 

→間違ったことをした時に「そんなことをする子は嫌い」と否定してしまう。など 

「怒る」は「自分のため」です。子どもにとって良い効果はありません。自己肯定感も

高まりません。 

学校ではその場その場で、行為を「叱る」ようにしています。 

「叱る」は「相手のため」です。 

→「その行為をしたら、（あなたが・友達が）～なってしまうから、いけないんだよ。」 



２ 小さな成功体験を大げさにほめる 

大人にとっては簡単なことでも、子どもにとっては大変なことです。小さなことでも、

乗り越え継続することは達成感となり、自信になります。そういった成功体験や頑張りを

目にしたら、尐し大げさなくらいほめています。ほめられることで認められているという

実感が持て、次につながる意欲がわきます。 

 

３ 頑張りを認める 

 たとえ成功につながらなかったとしても、頑張った過程を認め、ほめています。「親（先

生）は結果だけでなく自分の頑張りを見ていてくれたんだ」と安心できます。さらに、結

果だけにこだわらない、挑戦する勇気を持つことができます。そして、頑張った自分を認

めてくれたことが心の支えになります。 

 

４ 子どもの話を真剣に聞く 

子どもが何かを話している時は、途中で口を挟んだり、作業をしたりせずに最後まで聞

くように心がけています。「自分を大切にしてくれる」「親身になって考えてくれている」

と感じ、子どもは安心感が持てます。 

 

５ 感謝の言葉を伝える魔法の言葉「ありがとう」 

 「ありがとう」は相手の存在価値を認める魔法の言葉です。お手伝いをしてくれた時に

は「ありがとう！助かったよ！」と感謝の言葉を伝えるようにしています。自己有用感（＝

「人の役に立てる」「人から必要とされている」という気持ち）が持てるようになります。 

 

 

【オススメ図書：幡野広志「ぼくが子どものころ、ほしかった親になる」】 

 

「ぼくたちが選べなかったことを、選びなおすために」 

Web サイト cakes「幡野広志の、なんで僕にきくんだろう。」の書籍「幡野広志の、なん

で僕にきくんだろう。」 

その他、Twitter や「ほぼ日刊イトイ新聞」でも幡野さんの言葉に触れることができます。

余命を宣告され、様々な出来事にあってきた幡野さん。息子に残したい言葉を書籍に残し

ています。その温かなまなざしや人間関係を鋭くとらえる視点には学ばされることがたく

さんあります。ぜひ機会がありましたらお読みください。 

  

 

 


